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＜通所利用外来患者様情報＞

・古舘　ヨリ様～血圧142/70mmHg。体重65.2（－0.4）kg。体重に関して担当医より少しは減って

　　　　　　　　いるが、もう少し頑張って体重落とす様指導ある。

　　　　　　　　　時々睡眠剤を23時に服用する事（いつもは21時）報告ある。服用してから20分

　　　　　　　　程で眠くなるとの事、睡眠時間は6～7時間との事。　　　　　　　　

・赤坂　順市様～ケルガ－クリ－ムは1日、2.3回塗布する事、清潔にするよう指導がある。

　　　　　　　　　食生活でも、カロリ－の少ない物を食べるよう指導がある。次回採血予定。

・松永　勘五郎様～「パスタ作りは順調ですか？」等の質問に「はい」と答えられている。

　　　　　　　　　　本日も弁当で魚中心の物にするとの事。体重聞かれて「53Ｋｇ」と答え

　　　　　　　　　　られ、計測すると54.8Ｋｇ。「厚着してますからね」と担当医に言われ

　　　　　　　　　　「はい」と言われる。

　　

＜外来患者様情報＞

・ﾊﾗﾁｬｯｸ･ｱﾚﾝ様～38歳、適応障害。23日受診時家族より入院治療の希望聞かれていたが、本日

　　　　　　　　　　　　　　一人で受診。睡眠状態改善、イライラも落ち着いてきている、ただやる気がまだ無いとの話し聞かれる。入院希望は聞かれず、処方も2週間処方希望され次回受診は2週間後。

・鈴木　秀一様～87歳、アルツハイマ型認知症。28日当院初診、不穏行動がありセロクエル（25）
　　　　　　　　　　　　　ロンフルマン（0.25）処方していたが、昨日は7時、起床しデイサービスに始めて

通所。帰宅後、夕食いつもの半分摂取、20時服薬、入眠。22時排尿（尿瓶）の為

覚醒、その後ベッドから下りるが、起立不能、布団で休ませる。9時になっても声掛けには反応するが覚醒しないとの事で妻のみ受診。過鎮静の可能性ある事から、本日は服薬中止し明日からは半分量で服薬させるよう説明している。状態憎悪みられた場合は早目の受診も説明している。

・出町　榮子様～新患85歳、うつ状態（軽）。河原木内科医院からの情報提供書持参、姪の子供（当院
　　　　　通院中）同伴あり。平成18年から住宅型有料老人ホーム「ちょうじゃ様の宿」入所中。
　　　　　同院には低ナトリウム血症で週1回の点滴治療をしている（他にも高血圧・高脂血症
　　　　　眩暈・逆流性食道炎・骨粗鬆症・虚血性心疾患・便秘・不眠症・腰痛症で内服中）。
　　　　　平成19年11月頃より不安、落ち着かない、気分の落ち込み等の症状が出現、同院から抗不安薬処方してもらうが状態改善無く、本人当院での診察希望あり受診。ＣＭＩ

検査施行（領域Ⅳ）。抗うつ薬処方して。いる次回受診は2週間後。

・佐々木　拓也様～新患19歳、統合失調症（疑）。母親同伴、不穏（落ち着かない、不安、落ち込み、無気力物忘れ、空笑）症状あり、日常生活が営めない状態（水を出しっぱなしで床浸水、フロをつけっ放しで熱湯にする、ご飯を食べたのを忘れる）との事で受診。平成21年高校卒業後大坂のゴルフ場（接客その他）に就職。8月帰省時はいつも（社交的でおしゃべり）と変わりなかったが11月電話で話した際、返答が返ってこなくおかしいと感じていたとの事。1月に状態憎悪し退職（職場では本人の変化に気付いてはいなかったとの事）。実家に帰ってくるが性格が180度変わってしまったと母親は話される。担当医の質問に発語無く頭を少し動かしたり、時折空笑もみられている。ＣＭＩ検査施行（領域Ⅲ）統合失調症も考えられる事説明し、抗精神病薬処方、5日後に再受診予定としている。
















